
まちなかへの都市機能の集約及び居住誘導と合わせて
バス交通網の再編を行うことにより、

平成27年に消失したDID区域を復活させる

YKKと連携した公共交通の利便向上

公共施設再編と併せた複合的な
集客機能の整備

YKKと連携したまちなか居住の推進

富山県黒部市：人口約４．１万人（H29）↘３．４万人（R17）

地元民間企業と連携しながら、居住・都市機能の誘導及び公共交通の利便性を向上

国交省試算

黒部市,YKK,バス事業者等が連携し、企業の社員通勤を

取り込んだ一般乗合バス「南北循環線」として運行。
・YKKが、電鉄黒部駅付近の社宅跡地を複合型賃貸

集合住宅[パッシブタウン」として再整備（社員以外も
居住可能）。保育所やカフェ等の商業施設を併設。

・YKKが、黒部駅前で、社員寮やホール（コンビニ,

カフェを併設）を一体化させた「ＫーＴＯＷＮ」を整備。

・市が、居住誘導区域内での住宅取得に対し、新規に

支援を実施（従来の補助額に５０万円を上乗せ）
【フラット35】地域活性化型に関する協定を
（独）住宅金融支援機構と締結

黒部地域のまちなかを重点的に再生するため、
都市機能誘導区域：現用途地域の約17％
居住誘導区域：現用途地域の約33％に絞込み

ＹＫＫが整備しているパッシブタウン

・ 「ちょいのり黒部」
（シェアサイクル）を導入

バス停留所に併設した
ちょいのりステーション
を市内 ５箇所に設置

居住誘導区域内の

人口を約1,400人増加
（居住誘導区域内の将来人口

推計値の約３割に相当）

用途白地区域の開発抑制

黒部宇奈月温泉駅
周辺地域において、
地元住民に よ り 、
「景観協定」を締結。

建築物の用途や高さ
を規制。

平成28年４月、YKKの本社機能の一部が黒部市に移転。新たに社員約２３０人及びその家族が黒部市内へ移住。

従来 現在

YKK社員…

一般住民…

社員通勤バス
（バス会社へ運行委託）

なし

南北循環線

交通居住
誘導

立山連峰の景観に
配慮したまちづくり

公共交通利用者の増加により、
市の財政負担額を約３割減少

・市役所跡地に、老朽化した図書館など市内５つの公共
施設を集約した「くろべ市民交流センター」を整備。

公共施設の維持管理費を約１割削減
・市が空き店舗のリノベーションやマッチングを支援
支援実績：18件（平成22～29年度まで)

・NPO法人が空き店舗を活用した認知症カフェを開店。
店舗内で認知症・介護予防教室や相談業務を実施。

都市
機能

富山地方鉄道（株）等が運行

黒部市役所

富山地方鉄道
黒部駅

黒部市民会館

子育て支援センター

三日市公民館

居住誘導区域

都市機能誘導区域

ちょいのり黒部設置箇所

生地駅周辺と黒部駅周辺地域を結ぶ南北方向のバス路線

ちょいのり黒部と
ちょいのりステーション

＜黒部地域拡大図＞

YKK社員約170人＊が、マイカーから公共バス通勤へ移行
（＊ 市内の社宅居住者かつ、マイカー通勤者の約６割に相当）

・東京大学と連携して、ちょいのり黒部の利用
状況を分析し、モビリティハブとしてまちなか
の回遊性を向上

あいの風
とやま鉄道
黒部駅

黒部市民病院

市バス「南北循環線」ルート

500m

K-TOWN

空き店舗の出店による売上高を約2.7億円/年増加

Before After

パッシブタウン

くろべ市民交流センター
（旧黒部市役所跡地）

働く婦人の家

黒部市立図書館

（地域公共交通網形成計画）平成27年4月公表
（立地適正化計画） 平成30年3月30日公表

※くろべ市民交流センター開館後に、
バスルートの再編を実施予定

企業等への出勤、
買い物等に対応

企業等からの退勤
等に対応

＜南北循環線バス路線図＞※時間帯によってルートが変更

認知症カフェ

住宅ローン金利を当初５年間

年0.25%引下げ
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